
（科目コード ： 9002320123YY）
【改訂】第1版（2016-03-29）
【科目】日本語特講
【科目分類】 一般科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】通年・2単位
【対象学科・専攻】機械,電子メディア,電子情報,物質,環境都市  3年
【担当教員】 前期：瀬間　亮子

後期：瀬間　亮子

【授業目標】
□専門教科・一般教科の授業を日本語で受け、試験や課題提出に対応することができる。
□論理的な文章やニュースなどの構成を捉え、語彙・文型を理解して内容を正確に把握することができる。
□要約や詳細な説明、裏付けのある意見を述べたり書いたりすることができる。
□コミュニケーションストラテジーを駆使して留学生活を円滑に送ることができる。

【教育方針・授業概要】
読むこと・聞くことを通して内容把握力を身に付け、理解した内容や関連情報、自らの意見を書いたり話したりする
ことで実践的な日本語表現力を養う。
また、日常生活で生じた日本語と日本文化についての疑問を取り上げ、人間関係や場面、文化的背景に応じたコミュ
ニケーションについて考える。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：『中級を学ぼう中級中期』：平井悦子・三輪さち子：スリーエーネットワーク：9784883195091

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式と問題演習形式を併用する。聴解時は音声機器を使用する。

【メッセージ】
みなさんが今持っている日本語力より少し高い所に目標を置いて、さらに力をつけていきます。日本語を「知る」こ
とにとどまらず、「使える」ようになることを目指しましょう。

【事前に行う準備学習】
１つの課について、毎回、①教科書本文と例文の語彙調べ　②漢字小テストの準備　③文型・語彙小テストの準備　
④発表準備のいずれかを課します。

【成績評価方法】
[前期]中間試験：41.5％,期末試験：41.5％,小テスト・授業への積極的参加度：17％
[後期]中間試験：41.5％,期末試験：41.5％,小テスト・授業への積極的参加度：17％

【本校の学習・教育目標】
◎(E-1) 自己の考えを論理的、客観的に口頭及び文章で表現できる

【授業計画】（日本語特講）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第１回 ガイダンス レディネス・ニーズ調査 授業内指示

第２回～第４回 第１課 「色」 授業内指示

第５回～第７回 第２課 「ユーモア・ジョーク」 授業内指示

第８回～第10回 第３課 「制服」 授業内指示

第11回～第14回 第４課 「算数」 授業内指示

第15回 総括 第１課から第４課までのまとめ 授業内指示

第16回～第18回 第５課 「遊びと運動」 授業内指示

第19回～第21回 第６課 「お金」 授業内指示

第22回～第24回 第７課 「水」 授業内指示

第25回～第27回 第８課 「遺伝」 授業内指示

第28回～第29回 第９課 「漫画・アニメ・本」 授業内指示

第30回 総括　自律学習への橋渡し 第５課から第９課までのまとめ


